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P− 177 M ，界面／バ イオ フィル ム

ヨシ表面バ イオフィル ムによる周囲の 水からの栄養塩 除去
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　本研究室による 2007 〜2008 年 の 間 の 琵琶湖南湖 （木浜）で の 調査 に より、ヨシ 表面 で の バ イオ フ ィル ム （以下 BF とする）

の 形 成は約 2〜3 週 間と速く、特に 形成初期（7 日 目）ですで に、BF 中の 栄養塩濃度、細菌数、活性などが周 辺湖水中よりも

桁違 い に高くなっ て い るこ とが明らか に な っ た。これらの 結果から、BF が琵琶湖湖水環境にお い て水浄化 の役割を果たし

て い る可能性 が示唆された。そ こ で、本研 究で は、水 路に植栽 したヨシ群落を用 い、その水浄化能を定量的に調 べ ることを

目的とした 。

　本研究で は、ヨシ BF と不織布 BF を用 い て 各 々 を比較 した。形成 2 日 目の BF（1 本 の 水路 の 上流側）と成 熟した BF（下流

側）を茎表面に保持するヨシ の 群落を Biyoセ ン タ
ー
浅池型浄化実験施設の 人 工 水路に設置した。2010年 1／18、3／5、4／27

に 、各水路（ヨシ BF 、不 織布 BF ）の 上 流、中流 、下 流 の 水 の 栄養塩 （NO ，

一
、NO2

−
、NH4 ＋、PO43つ濃度 を経時的に測定 し、

除去量を算出した 。

どの 実験 日 の ヨシ BF および不 織布 BF でも、形 成 BF に 比 べ 成熟 BF の 栄養塩除去能 が高か っ た。実験 日 で 比較すると、

水温が高く光量も多か っ た 3／5 の 除去能が最も高か っ た。水温 が高 い 、もしくは光量が 多い と除去能 は高くなる傾 向が見ら

れた。これ らの 結果より、水路 の 栄養塩除去には成熟 BF が 大きく貢献して おり、その 除去能には水温 および光量が影響し

て い ると考えられた。

ヨシ BF の 方が不織布 BF より水 との 接触面積が少なか っ たに も関らず、栄養塩除去量 は不 織布 BF と同程度で あり、ヨシ

BF が高 い 栄養塩除去能を持 っ て い ることが解っ た。
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形 成初期のヨシバ イオフィル 厶 か ら分離した細菌の 細胞表面特性
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バイオフィル ム （以下 BF）は固液界面 に普遍的に 見られる微 生物共同体で、微生物、細胞外ポリマ
ー

（EPS ）、ポリマ
ー

間

を満たす間隙水で主に構成されて い る 。 これまで の 研究か ら、ヨシ茎水中部分の表面に、ごく短期間 （7 日以内）で BF が形

成されることが 明らか になっ た；BF の 厚み、間隙水中の 栄養塩濃度、細菌密度が急増した 。 本研究では、形成過程初期の

BF か ら細菌を分離し、そ の諸特性 （細胞表面特性、　EPS 生産能等）を解析することで 、　BF 形成との 関連性を明らか にするこ

とを目的とした 。

　琵琶湖南湖（木浜 ）で 、ヨシ 茎水中部分表面 に 形成され て い くBF を短期間 （0分
〜7 日 ）の うちに経時的に採取 した （2009

年 5 月）。ヨシ表面 の BF を擦り落として BF 懸濁液を作製した 。 これを適宜希釈して NB 、　DNB 培地を用い て混釈培養し

（25QC）、培養 7 日 以 内 に 出現したコ ロ ニ
ー

を中心 に分離・保存した 。
　NB 培地 から分離した細菌の 、電気泳動移動度 （EPM ）

の pH 依存性、　EPS 生 産能、付着特性を調べ た 。

形成過程初期 （7 日 以 内）の BF から分離した細菌の 細胞表面 荷電は様々 に異なっ て おり、 また 、 これ らの 約半数が 、
　EPS

生 産 能を有 して い た 。形 成 過 程 の ご く初 期 （0〜30 分 ）には 、細 胞 表面 の マ イナ ス 荷 電が比 較 的大 きな細 菌 （約
一4xIO

−8m2V −1s −1
：pH7 ）が 多く、形成過程 1 日 目以降 に なると、表面荷 電の 小さな細菌（約

一2 × 10
−8m2V ‘is −T

：pH7 ）が 多くな

る傾向が見られた。現在こ れら分離菌の 付着特性を解析中である。分離菌の 細胞表面特性 と付着能 、BF の 性 状とを比較

し、各分離菌が BF 形成にどの 程 度寄与 して い るかを考察する。
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